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P.２　－特集－ 黒潮町で体験 第1弾

P.３　まちのできごと

P.４　国民ねんきん

　　　インターネットでご自身の年金加入記録をご覧いただけます

P.６　教育委員会だより

　　　「佐賀中学校」・「南郷小学校」の紹介

P.８　健康カレンダー・当直医療機関一覧表

P.９　健康知恵袋 

　　　健診結果の見方⑤「腎機能検査」

P.10　介護保険ガイド シリーズ⑰

　　　「住宅改修・ヘルパー利用軽減」

P.11　平成20年4月から新たな

　　　「後期高齢者医療制度」が始まります

P.12　募集・お知らせ

P.16　大方くじら保育所 地域子育て支援センターに

　　　遊びに来ませんか・図書館カレンダー

P.17　ごみも積もればシリーズ④「不法投棄は犯罪です」

　　　水道給水工事指定店当番一覧表

◆今月の主な内容◆今月の主な内容
●人　口　13,829人　前月比（増減0）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,540人　女性7,289人】

●世帯数　5,744世帯
●15歳未満の年少人口　1,468人（比率10.6％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性750人　女性718人】

●65歳以上の老齢人口　4,506人（比率32.6％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,806人　女性2,700人】

●人口のうごき

〈2007（平成19）年6月30日現在〉

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加33人　出生　7人　　　 　転入　26人　
【男6人　女1人】 　【男11人　女15人】

減少33人　死亡　11人　　　 転出　22人　 　　　　
【男9人　女2人】 　【男9人　女13人】

くろしおくろしお

「みんなで川遊びをしたよ。川エビをつかまえたり、水遊びをしたりとっても
  楽しかった！」（早咲保育所の子どもたち） 【撮影：平成19年7月18日】

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
蕁 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
HPアドレス　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2007（平成19）年8月1日発行　印刷／㈲宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場
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町内の魅力いっぱいの体験事業を、広報誌や黒潮町公式ホームページで紹介したいと思います。

自薦他薦は問いません。取材に行きますので、お気軽にご連絡ください。　　　　

○お問い合わせ/本庁総務課 企画振興係 ℡蕁43－2112（直通）

～「ものづくり」や「○○体験」など、個人やグループを受け入れしているみなさん～～「ものづくり」や「○○体験」など、個人やグループを受け入れしているみなさん～～「ものづくり」や「○○体験」など、個人やグループを受け入れしているみなさん～

ー 特 集 ー 黒潮町で体験  第1弾 

じつは・・・黒潮町で、いろいろ体験できるんですよ！じつは・・・黒潮町で、いろいろ体験できるんですよ！じつは・・・黒潮町で、いろいろ体験できるんですよ！
潮の風をいっぱいに浴びて、クジラに逢いに行こう！

ホエールウォッチングホエールウォッチング
 期間／4月下旬から10月下旬
 ＊夏場（7月～9月）が一番の見ごろ
 漁港場所／上川口・入野・灘・佐賀

【お問い合わせ】
 ＮＰＯ砂浜美術館　蕁43－1058
 佐賀町漁協　　　 蕁55－3131

 期間／4月下旬から10月下旬
 ＊夏場（7月～9月）が一番の見ごろ
 漁港場所／上川口・入野・灘・佐賀

【お問い合わせ】
 ＮＰＯ砂浜美術館　蕁43－1058
 佐賀町漁協　　　 蕁55－3131

太平洋とお天道さまといっしょにつくるお塩

塩づくり体験塩づくり体験

【お問い合わせ】
 海工房 蕁43－1432
 完全天日塩保存会㈲ソルティーブ　蕁55－3226
 企業組合ソルトビー 　蕁55－2040

【お問い合わせ】
 海工房 蕁43－1432
 完全天日塩保存会㈲ソルティーブ　蕁55－3226
 企業組合ソルトビー 　蕁55－2040

海を見下ろす「ブルーマリンの森林」で自然とふれあう

自　然　体　験自　然　体　験

【お問い合わせ】海森自然公園（幡東森林組合）  蕁55－2021【お問い合わせ】海森自然公園（幡東森林組合）  蕁55－2021

【お問い合わせ】OCEAN WALKER遊海　蕁55－3667
 　　　　　　　佐賀374－5　代表 浜岡　徹也

【お問い合わせ】OCEAN WALKER遊海　蕁55－3667
 　　　　　　　佐賀374－5　代表 浜岡　徹也

世界にひとつだけのオリジナルグラスを作る

吹 き ガ ラ ス 体 験吹 き ガ ラ ス 体 験

【お問い合わせ】海辺のガラス工房Kiroroan　蕁43－4336【お問い合わせ】海辺のガラス工房Kiroroan　蕁43－4336

【お問い合わせ】
 カツオふれあいセンター黒潮一番館　蕁55－3680

【お問い合わせ】
 カツオふれあいセンター黒潮一番館　蕁55－3680

青い海に青い空。他は何もない。

シーカヤックツアー・クルージング・釣り体験etc...シーカヤックツアー・クルージング・釣り体験etc...
はじめませんか？  遊海生活はじめませんか？  遊海生活

とれたての新鮮なカツオを丸ごと！！

カツオのタタキづくりカツオのタタキづくり
ゆうみゆうみ

OCEAN WALKER遊海は3人の若い地元漁師によって昨年設立
されました。シーカヤックなど海上体験をガイドします。
OCEAN WALKER遊海は3人の若い地元漁師によって昨年設立
されました。シーカヤックなど海上体験をガイドします。

も　り
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六
月
三
十
日
、
土
佐
西
南
大
規

模
公
園
（
大
方
地
区
）
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
二
十

三
チ
ー
ム
六
十
九
名
の
参
加
で
、

三
世
代
交
流
と
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
楽
し
く
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お

り
で
、
上
位
三
チ
ー
ム
が
九
月
三

十
日
（
日
）
に
香
美
市
で
開
催
さ

れ
る
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
に
出
場
し
ま

す
。

【
大
会
結
果
】

　
第
１
位
　
鞭
チ
ー
ム

　
第
２
位
　
入
野
本
村
Ｄ
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
入
野
本
村
Ａ
チ
ー
ム

　
六
月
二
十
一
日
、
土
佐
ユ
ー
ト

ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
黒

潮
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社

協
」
）
に
車
椅
子
三
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
椅
子
は
、
今
年
四
月
に

開
催
さ
れ
た
第
六
回
社
会
福
祉
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
（
主
催
／
町

内
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
愛
好
会
・
協
賛

／
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
）
の
参
加
料
や
募
金
な
ど

の
一
部
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
社
協
か
ら
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
、「
今
ま
で

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
車
椅
子
は

計
十
五
台
に
も
な
り
ま
す
。
昨
年

寄
贈
さ
れ
た
ミ
シ
ン
三
台
も
、福

祉
活
動
な
ど
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
感
謝
の

言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
浮
津
海
水
浴
場
で
七
月
一
日
、

入
野
海
水
浴
場
で
は
七
月
八
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
海
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
前
中
、
宝
う
ば
い
や

宝
さ
が
し
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た

人
々
で
海
水
浴
場
は
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
浮
津
海
水
浴

場
で
の
海
開
き
で
は
、
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
泳
い
だ
り
、
浅
瀬
で
遊

ん
だ
り
と
、
み
ん
な
、
こ
の
夏
一

番
の
海
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

浮
津
海
水
浴
場蕁

４
３
―
１
４
５
８

入
野
海
水
浴
場
（
入
野
漁
協
）

蕁
４
３
―
１
０
１
０

＊
各
海
水
浴
場
で
の
遊
泳
期
間
は

八
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

平
成
１９
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

第
１４
回 
い
つ
も
笑
顔
で
�

ユ
ー
・
ユ
ー
ペ
タ
ン
ク
大
会
開
催

土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
社
協
へ
車
椅
子
寄
贈

浮
津
海
水
浴
場
・
入
野
海
水
浴
場

で
海
開
き

町内在宅で車椅子が必要な方に、無料
で貸し出しをしています。

色とりどりの鯉やカツオが伊与木川上空で舞い踊る姿を
見るのが今から楽しみですね！！

地域の伝統文化の継承に
つながりました。

奥
湊
川
部
落

長
胴
太
鼓
を
三
基
購
入

　
奥
湊
川
地
区
で
は
、
地
域
の
行

事
な
ど
で
使
用
す
る
長
胴
太
鼓
（
三

基
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

坂
折
部
落

カ
ツ
オ
の
ぼ
り
・
鯉
の
ぼ
り
を
購
入

　
坂
折
地
区
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
金
の
事
業
採
択
を
受
け
て
、

カ
ツ
オ
の
ぼ
り
（
十
基
）
と
鯉
の

ぼ
り
（
四
十
基
）
を
購
入
し
ま
し

た
。

　
例
年
伊
与
木
川
で
開
催
さ
れ
る

『
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
・
鯉
の
ぼ
り
の

川
渡
し
』
を
実
施
す
る
際
や
そ
の

他
行
事
な
ど
に
も
活
用
し
、
坂
折

地
区
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

そ
う
で
す
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し

て
、
地
域
文
化
の
振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
へ
助
成
金
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

―国民年金―
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
社
会
保
険

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
、ご
自
身

の
年
金
加
入
記
録
（
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
の
納
付
・
加
入
状

況
な
ど
）
を
い
つ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
る
「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め
設
定

し
た
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
の
一
号
・
三
号
被
保

険
者
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険
（
船

員
保
険
を
含
む
）
の
被
保
険
者
の

方
。

※
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

の
受
給
権
者
及
び
共
済
組
合（
国

家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
・
私

立
学
校
教
職
員
）
に
加
入
中
の

方
は
本
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
閲
覧
に
必
要
な
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

《
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.s

ia
.g

o
.jp

》
↓

年
金
加
入
記
録
照
会
・
年
金
見
込

額
試
算
・
年
金
個
人
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
↓
年
金
個
人
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）
↓
ご

利
用
登
録

　
お
申
し
込
み
時
に
入
力
さ
れ
た

情
報
と
社
会
保
険
庁
が
基
礎
年
金

番
号
で
管
理
す
る
記
録
を
突
合
し
、

本
人
確
認
が
で
き
た
場
合
の
み
ユ

ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ご
自

宅
に
送
付
し
ま
す
。

※
通
常
、
お
申
し
込
み
か
ら
ユ
ー

ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行

ま
で
二
週
間
程
度
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
現
在
申
し
込
み

が
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上

の
期
間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

本
人
確
認
が
で
き
ず
ユ
ー
ザ
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

【
記
録
の
閲
覧
】

　
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た

ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と
、

お
申
し
込
み
時
に
登
録
し
た
「
お

客
様
設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録

を
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所

高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

＊
第
二
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

・
八
月
十
一
日（
土
）

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま

で
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
第
二
月
曜
日
は
時
間
外
年
金
相

談
日

・
八
月
十
三
日
（
月
）

午
後
七
時
ま
で
受
付
時
間
を
延

長
し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
対
象
者

土
曜
日
・
時
間
外
の

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
（
八
月
）

お
申
し
込
み
方
法

ご家族の介護に疲れていませんか。
一人で悩まないで、地域包括

支援センターへ、ご相談ください。
◇◆お問い合わせ◆◇
黒潮町地域包括支援センター　蕁43－2240（直通）

S
U

PPORT CENTER

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

《ご利用手続の流れ》《ご利用手続の流れ》《ご利用手続の流れ》

○利用申し込み
・基礎年金番号
・氏名・生年月日・性別
・郵便番号・住所
・お客様設定パスワード

○記録の閲覧
・ユーザID
・パスワード
・お客様設定パスワード

利　用　者

提供する記録は、月に
一度更新します。

漓インターネット
　で申し込み

澆インターネット
　でアクセス

潺年金個人情報の
　提供

滷ユーザID・
　パスワード発行

郵送 本人確認

社会保険庁
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14備えて安心備えて安心備えて安心
～南海地震などあらゆる
　　　　 災害への備え～

●このページの記事に関するお問い合わせ、南海地震の体験談のご連絡は以下にお願いします。
【本庁】総務課消防防災係 蕁43－2112（直通）  【佐賀総合支所】総務課総務係 蕁55－3113（直通）

土砂災害警戒情報って？土砂災害警戒情報って？土砂災害警戒情報って？土砂災害警戒情報って？

　今年も南海地震を想定した防災訓練を県下統一で行います。黒潮町は各地域の避難訓練や安
否確認訓練を中心に、住民の皆さんと、役場、消防団、消防署が合同で防災訓練を実施します。
訓練に参加する際は以下のことに心がけましょう。
・「自分の安全確保」「家族の安否確認」「近所の方の避難誘導」など“身近なテーマ”を持つ
・訓練して足りなかったことやおかしいことを見直す（昨年の反省は今年に生かしましょう！）
・何よりもまず“参加する”
　非常時には普段当たり前にできることもできなくなります。ましてや限られた時間の中で適
切な避難や救助をするとなると、さらに困難な状況となります。
　自分のために、また、助けたい身近な人のために、訓練しておくことが“そのとき”の大切な
備えです。

「備えることの必要性を理解し、防災訓練に積極的に参加しましょう」

～ 9月2日は「地域のみんなで自主防災訓練」です ～～ 9月2日は「地域のみんなで自主防災訓練」です ～～ 9月2日は「地域のみんなで自主防災訓練」です ～

　大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時、市
町村長が避難勧告などを出す場合の判断や、住民が自
主避難する際の参考となるよう、高知県と高知地方気
象台が共同で発表する防災情報です。高知県では今年
の6月1日から運用が始まりました。

　過去の降雨と土砂災害が発生した状況の履歴から一
定の基準を決め、この基準を超えた場合か超えると予
測された場合に、土砂災害発生の危険度が非常に高く
なったと判断して、市町村単位で発表されます。

　土砂災害警戒情報は、土石流やがけ崩れなどの土砂災害が起こる危険性が高まったときに発表さ
れるものですので、町の指定する避難場所や安全な場所に速やかに避難してください。また、土砂
災害警戒情報が発表されていない場合でも、雨の状況や周辺の状況を確認し、土砂災害発生の危険
性を感じた場合は、速やかに避難してください。

「土砂災害警戒情報」とは？

「土砂災害警戒情報」はどんなときに発表される？

「土砂災害警戒情報」が発表されたら？

土砂災害警戒情報の流れ

土
砂
災
害
の
危
険
が

あ
る
ら
し
い
！

早
め
に
避
難
し
よ
う
！

大
雨
警
報
発
表

住
民
の
皆
さ
ん

基
準
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る

（
土
砂
災
害
が
発
生
の
危
険
性
）

共
同
で

作
成
・
発
表

高知県土木部 役　場

高　知　県
危機管理部

高知地方気象台

土
砂
災
害

警
戒
情
報

テレビ・ラジオ・ホームページなど

平
成
18
年
9
月
17
日
の
台
風
13
号
の
豪
雨
に
よ
り

発
生
し
た
土
砂
災
害（
土
石
流
）

室
戸
市
佐
喜
浜
町
 

人
家
2
戸
が
全
壊

平
成
18
年
9
月
17
日
の
台
風
13
号
の
豪
雨
に
よ
り

発
生
し
た
土
砂
災
害（
土
石
流
）

室
戸
市
佐
喜
浜
町
 

人
家
2
戸
が
全
壊
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『
自
分
・
仲
間
・
未
来
』

生
き
方
に
つ
な
が
る
豊
か
な

学
力
の
保
障
を
目
指
し
て

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　
本
校
で
は
、
教
育
目
標
を
『
人

間
を
大
事
に
』
と
し
、
人
権
「
同

和
」
教
育
を
根
底
に
据
え
、
い
じ

め
や
差
別
を
許
さ
な
い
人
と
し
て

の
生
き
方
を
大
事
に
し
た
教
育
実

践
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
か
ら
三
カ
年
、

「
学
力
向
上
拠
点
形
成
事
業
」
の

指
定
を
文
部
科
学
省
か
ら
受
け
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
に
つ

な
が
る
豊
か
な
学
力
の
保
障
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
豊
か
な
学

力
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
は
、

狭
義
の
学
力
を
付
け
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
生
き
方
を
考
え
て
い
く

う
え
で
の
広
義
の
学
力
を
付
け
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
狭
義
の
学

力
を
付
け
る
た
め
、
数
学
科
と
英

語
科
で
課
題
別
の
コ
ー
ス
選
択
制

授
業
を
、
そ
し
て
放
課
後
に
基
礎

タ
イ
ム
（
Ｋ
Ｔ
）
を
設
定
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
義
の
学
力
に
関
し
て

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中

心
に
、
生
徒
を
主
体
と
し
た
活
動
・

取
り
組
み
で
あ
る
、
佐
中
祭
・
文

化
祭
・
修
学
旅
行
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
な
ど
を
通
し
て
付
け
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

【
狭
義
の
学
力
定
着
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
】

▼
課
題
別
コ
ー
ス
選
択
制
授
業

　
昨
年
度
の
広
報
で
も
説
明
を
し

ま
し
た
が
、
本
年
度
も
数
学
科
と

英
語
科
で
、
生
徒
が
自
ら
の
課
題

に
応
じ
た
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
授

業
を
受
け
る
、
コ
ー
ス
制
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
一
度

選
択
す
る
と
一
年
間
同
じ
コ
ー
ス

で
授
業
を
受
け
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
章
や

単
元
終
了
後
に
実
施
す
る
テ
ス
ト

の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
生
徒
自

身
が
コ
ー
ス
変
更
を
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
基
礎
タ
イ
ム
（
Ｋ
Ｔ
）

　
水
曜
日
を
除
く
週
四
日
間
、
放

課
後
十
五
分
の
時
間
を
使
っ
て
、

国
語
・
数
学
・
英
語
の
三
教
科
を

輪
番
で
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
を

目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学

期
の
終
わ
り
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
そ
の
定
着
状
況

を
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

【
広
義
の
学
力
を

付
け
る
た
め
の
取
り
組
み
】

　
世
の
中
に
出
、
自
ら
の
人
生
を

自
ら
が
切
り
開
い
て
い
く
、
ま
た

心
豊
か
な
人
生
を
築
い
て
い
く
た

め
に
は
、
数
学
な
ど
授
業
で
身
に

付
け
て
い
く
狭
い
学
力
だ
け
で
は

な
く
、
豊
か
な
体
験
や
経
験
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
身
に
付
け
て
い

く
、
広
い
意
味
の
学
力
が
大
切
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
広
義
の
学
力
を
付
け

て
い
く
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
次

の
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
修
学
旅
行

　
二
年
生
で
実
施
す
る
修
学
旅
行

は
、
平
和
学
習
を
大
き
な
目
的
と

し
て
沖
縄
に
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
日
本
で
唯
一
地
上
戦
の
行
わ
れ

た
沖
縄
、
島
の
至
る
所
に
ア
メ
リ

カ
の
基
地
の
あ
る
沖
縄
、
近
代
化

し
た
市
街
地
を
少
し
離
れ
る
と
、

先
の
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

の
施
設
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
沖

縄
。
南
国
特
有
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
海
と
抜
け
る
よ
う
に
青

い
空
、
そ
し
て
亜
熱
帯
の
木
々
。

　
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
学
習
環

境
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
教
育
目

標
で
あ
る
「
人
間
を
大
事
に
」
を

心
と
身
体
全
体
を
使
っ
て
学
習
し

て
き
ま
す
。

▼
佐
中
祭

　
当
初
は
旧
佐
賀
町
と
交
流
し
て

い
た
（
黒
潮
町
と
な
っ
た
現
在
も

交
流
は
続
い
て
い
る
）
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
生
徒
た
ち
の
受
け
入

れ
へ
の
補
助
を
目
的
と
し
て
始
め

た
行
事
で
し
た
。
現
在
は
、
地
域

へ
の
貢
献
と
世
界
の
恵
ま
れ
な
い

人
々
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

祭
り
の
売
上
金
の
一
部
を
寄
附
す

る
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
支
援

を
受
け
、
各
学
年
が
店
を
出
し
、

飲
食
物
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た

ち
の
店
だ
け
で
は
な
く
、
趣
旨
に

賛
同
し
て
下
さ
る
地
域
の
方
々
や

部
活
動
な
ど
の
保
護
者
会
の
方
々

も
店
を
出
し
て
下
さ
い
ま
す
。
毎

年
五
百
人
近
く
の
方
々
が
訪
れ
て

く
れ
る
、
地
域
で
最
も
大
き
な
行

事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
賀
中
学
校
長
　

岡
本
 

隆
彦

平和祈念公園にて

佐中祭の様子

国語

数学

英語

社会

理科

67.1

１　　年

56.8

70.9

61.3

56.3

0.97

0.93

1.04

0.98

0.84

得点率 全国比

72.4

2　　年

58.6

69.6

62.4

66.7

0.97

0.96

1.07

0.99

0.93

得点率 全国比

67.1

3　　年

68.2

66.2

59.0

70.9

1.00

1.04

1.05

0.94

0.95

得点率 全国比

◎到達度把握検査（CRT）の結果
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児
童
の
実
態
と
学
校
の
課
題

　
今
年
度
の
児
童
数
は
、
五
十
五

名
。
全
校
的
に
仲
が
良
く
、
真
面

目
で
、
純
粋
な
心
を
持
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

　
学
力
面
を
見
れ
ば
、
昨
年
度
末

に
実
施
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
到
達
度
把

握
検
査
）
結
果
に
表
れ
て
い
る
よ

う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
算
数

も
国
語
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
個
別
に
見
れ
ば
学
力
の

定
着
が
十
分
で
な
い
児
童
も
お
り
、

全
体
的
な
学
力
の
維
持
、
定
着
と

合
わ
せ
て
、
学
力
の
底
上
げ
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
、
基
本
的
生
活
習
慣
を
含

め
た
生
活
力
と
い
う
面
に
お
い
て

も
、
弱
さ
の
見
ら
れ
る
児
童
が
お

り
、
生
活
リ
ズ
ム
の
定
着
や
た
く

ま
し
い
心
と
体
を
備
え
た
子
ど
も

た
ち
に
育
て
て
い
く
た
め
の
さ
ら

な
る
工
夫
や
努
力
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

校
内
研
究
の
テ
ー
マ

「
心
を
き
た
え
、
学
力
を
つ
け
る
」

　
今
年
度
も
昨
年
度
に
続
い
て
同

一
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
学
校

と
し
て
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
た
い
学

力
を
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
力
と

し
て
押
さ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を

育
む
た
め
に
実
践
、
検
証
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
基
礎
的
学
力

　
漢
字
力
・
計
算
力
・
書
写
力

◆
実
践
的
学
力

・
話
を
聞
き
、
自
分
の
意
見
や
考

え
を
持
ち
、
伝
え
合
っ
た
り
、

発
表
す
る
力

・
習
得
し
た
知
識
を
使
っ
て
追
求

や
探
求
を
し
な
が
ら
自
己
を
高

め
る
力

・
仲
間
と
協
調
し
合
い
な
が
ら
考

え
を
深
め
る
力

◆
学
習
力

・
自
主
的
、
自
発
的
な
力

・
ノ
ー
ト
を
効
果
的
に
工
夫
し
な

が
ら
使
う
力

◆
生
活
力

・
自
立
（
自
律
）
的
に
行
動
で
き

る
力

・
仲
間
を
い
た
わ
り
、
自
分
を
大

切
に
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
力

◆
体
力

・
防
衛
体
力
、
行
動
体
力

朝
マ
ラ
ソ
ン（
ラ
ン
ラ
ン
タ
イ
ム
）

　
早
起
き
の
習
慣
化
と
体
力
づ
く

り
の
た
め
に
、
毎
朝
七
時
四
十
分

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
地
域
の
人
材
を
生
か
し
た

教
育
活
動

　
昨
年
度
か
ら
指
定
を
受
け
て
い

る
「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」

と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
の
全
面
的
な
支
援
を

得
て
、
五
年
生
を
中
心
に
稲
作
体

験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
田
植
え
、
草
刈
り
、
稲
の
成
長

観
察
、
稲
刈
り
、
収
穫
米
の
販
売

な
ど
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
使
っ
て
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
苦
労
や
喜

び
を
感
じ
取
り
、
生
き
る
知
恵
を

学
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善

　「
き
ら
り
カ
ー
ド
」
を
活
用
し
、

定
期
的
に
調
査
、
集
計
、
分
析
、

保
護
者
へ
の
結
果
の
通
知
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
生
活
改
善
を
図

っ
て
い
ま
す
。

Q
U
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
学
級
集
団
お
よ
び
支
援
児
童
を

把
握
し
、
改
善
に
向
け
た
手
立
て

を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
級
集

団
や
個
々
の
児
童
の
内
面
的
な
高

ま
り
と
成
長
を
促
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　
毎
週
の
火
曜
日
の
六
校
時
に
、

全
教
員
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
国

語
と
算
数
の
基
本
的
な
学
力
定
着

を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

授
業
改
善

　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
形
成
す

る
土
台
と
な
る
べ
き
教
育
活
動
は

授
業
で
す
。
日
々
の
よ
り
良
い
授

業
作
り
の
た
め
に
今
年
度
も
国
語

部
会
、
算
数
部
会
、
人
権
教
育
部

会
、
道
徳
教
育
部
会
の
四
つ
の
部

会
を
組
織
し
、
授
業
改
善
や
学
力

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
ノ
ー
ト
」
、「
夢
ノ
ー

ト
」
の
活
用

　
学
校
と
家
庭
を
結
ぶ
連
絡
帳
と

し
て
位
置
づ
け
、
児
童
に
日
々
の

生
活
に
つ
い
て
自
己
の
振
り
返
り

を
さ
せ
た
り
、
児
童
理
解
の
た
め

の
保
護
者
と
の
情
報
交
換
に
活
用

を
し
て
い
ま
す
。

「
南
郷
の
子
ど
も
を
育
て
る
会
」

と
の
連
携

　
本
校
の
教
職
員
、
保
護
者
や
地

域
代
表
に
よ
り
組
織
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
成
長
に
向
け
た
教

育
課
題
（
学
力
の
実
態
、
生
活
の

実
態
）
の
共
有
化
共
通
理
解
を
図

る
場
と
し
て
年
間
四
回
程
の
会
合

を
開
い
て
い
ま
す
。

参
観
週
間
の
実
施〔
学
期
に
一
回
〕

一
日
開
放
日〔
学
期
に
一
回
〕

　
教
育
活
動
を
幅
広
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
観
者
の
声
を
聞
き
、
教
育

活
動
の
改
善
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
以
上
の
取
り
組
み
を
中
心
に
据

え
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
知
・

徳
・
体
の
三
点
の
向
上
を
図
り
、

教
育
目
標
に
迫
る
た
め
に
全
教
職

員
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平成18年度CRT結果

1年

1.01

1.06

2年

1.06

1.08

3年

1.05

1.06

4年

1.02

1.07

5年

1.12

1.23

6年

0.93

0.92
国
　

語

算
　

数

※全国得点率を「1」とした得点率指数

自
ら
学
び
、
す
す
ん
で

行
動
す
る
子
ど
も
を
育

て
る
」
た
め
に

南
郷
小
学
校
長
　

黒
岩
 

　
譲

朝マラソンの様子

取
り
組
み
の
具
体
化
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
七
月
中
旬
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

8月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

楽
し
い
毎
日
は
、心
と
か
ら
だ
の
健
康
か
ら
始
ま
り
ま
す

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

注）表中の※印は、受付時間となります。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

8月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀ミニデイサービス17日（金） 総合センター 10：00～15：00

横浜愛育健康相談20日（月） 佐賀老人憩の家 9：30～11：00

伊与喜ミニデイサービス04日（火） 伊与喜集会所 9：30～11：00

鈴ミニデイサービス05日（水） 鈴漁民センター 10：00～15：00

馬地ミニデイサービス07日（金） 馬地集会所 9：30～11：00

横浜愛育健康相談10日（月） 佐賀老人憩の家 9：30～11：00

川奥ミニデイサービス21日（火） 川奥集会所 9：30～11：00

当直医療機関一覧表
月 日 摘　　　要 四万十市（内科） 四万十市（外科） 宿　毛　市

8月

15日 第1日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

川村内科クリニック
蕁0880－66－2911

12日 第2日曜日 幡多病院
蕁34－6211

幡多病院
蕁34－6211

筒井病院
蕁0880－66－0013

19日 第3日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

奥谷整形外科
蕁0880－63－1202

26日 第4日曜日 小原外科胃腸科
蕁35－0108

小原外科胃腸科
蕁35－0108

大西内科胃腸科
蕁0880－63－1267

9月　日（曜日） 内　　　容 実施場所  実施時間

健 　 康 　 相 　 談20日（月） 上川口浦集会所 9：30～10：30

３　歳　児　健　診22日（水） 保健福祉センター ※13：00～13：30

胃　が　ん　検　診05日（水） 上川口分団屯所前 ※8：00～9：00

愛 　 育 　 相 　 談
23日（木）

大方くじら保育所 9：30～11：00

健 　 康 　 相 　 談 浜の宮集会所 10：00～11：00

健 　 康 　 相 　 談
03日（月）

伊田浦老人憩の家 9：30～10：30

1 歳 6 カ 月 児 健 診 保健福祉センター ※13：00～13：30

胃　が　ん　検　診
06日（木）

蜷川健康支援センター ※8：00～9：00

健 　 康 　 相 　 談 御坊畑集会所 13：30～14：30

健 　 康 　 相 　 談
10日（月）

上川口浦集会所 9：30～10：30

乳 　 児 　 健 　 診 保健福祉センター ※13：00～13：30

9月　日（曜日） 内　　　容 実施場所  実施時間

乳　が　ん　検　診17日（金）
有井川集会所 ※9：00～11：00

上川口分団屯所前 ※13：30～15：30

基 　 本 　 健 　 診
30日（木）

保健福祉センター（入野地区対象）
※9：30～10：30

31日（金） ※13：30～14：30

健 　 康 　 相 　 談24日（金）
旧・東部保育所

9：30～10：30
下田の口コミュニティセンター

健 　 康 　 相 　 談12日（水） 小川構造改善センター 10：00～11：00

基 　 本 　 健 　 診13日（木）
旧・北郷小学校 体育館 ※9：30～10：30

※13：30～14：30湊川ふれあいセンター

胃　が　ん　検　診
28日（火）

旧・東部保育所 ※8：00～ 9：00
29日（水）

大
方
地
域

佐
賀
地
域

●大方地域中部・西部地区の「乳がん検診」は、都合により12月～1月を予定しています。
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今
回
は
基
本
健
診（
循
環
器
健

診
）の「
腎
機
能
検
査
」で
す
。

　
腎
臓
は
、
血
液
の
中
か
ら
体
に

必
要
の
無
い
物
質
を
こ
し
出
す
た

め
の
臓
器
で
す
。

　
腎
臓
の
位
置
は
、
腰
の
や
や
上

あ
た
り
、
背
骨
の
両
側
に
一
つ
ず

つ
あ
り
、
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を

し
た
、
握
り
こ
ぶ
し
大
の
大
き
さ

で
す
。

　
腎
臓
は
一
日
に
百
八
十
誚
も
の

血
液
を
ろ
過
し
、
体
内
に
老
廃
物

が
た
ま
っ
て
中
毒
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
老
廃
物
を
濃
縮
し
て
尿
と

し
て
体
外
に
排
泄
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
健
診
で
は
、
血
液
検
査
（
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
）
と
尿
検
査
（
尿
蛋

白
、
尿
潜
血
）
か
ら
、
腎
臓
の
働

き
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

■
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

　
筋
肉
が
働
く
こ
と
で
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
と
い
う
物
質
が
作
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
物
質
は
、
腎
臓
か
ら
し
か

排
泄
さ
れ
な
い
た
め
、
血
液
中
の

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
濃
度
が
腎
臓
の
ろ

過
機
能
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

■
尿
蛋
白

　
尿
は
腎
臓
で
血
液
が
ろ
過
さ
れ

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
腎
臓
の

機
能
に
何
ら
か
の
異
常
が
あ
る
と
、

普
通
な
ら
ろ
過
さ
れ
て
出
て
こ
な

い
蛋
白
が
尿
に
出
て
き
ま
す
。

■
尿
潜
血

　
尿
を
作
る
腎
臓
や
尿
の
通
り
道

と
な
る
腎
盂
、
尿
管
、
膀
胱
な
ど

に
異
常
が
あ
る
と
、
尿
の
中
に
赤

血
球
が
混
ざ
り
ま
す
。

　
赤
血
球
が
大
量
に
出
て
く
る
と

血
尿
と
な
り
ま
す
。
肉
眼
で
は
わ

か
ら
な
い
血
尿
も
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
治
療
で
症
状
の
悪
化

を
防
ぐ

　
腎
機
能
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た

ら
、
早
期
治
療
で
悪
化
す
る
前
に

進
行
の
速
度
を
ゆ
る
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
症
状
が
悪
化
し
、
慢
性
腎
不
全

に
な
る
と
、
人
工
透
析
や
腎
臓
移

植
を
し
な
い
と
生
命
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
慢
性
腎
不
全
は
、
高
血
圧

が
も
と
に
な
っ
て
起
こ
る
腎
硬
化

症
や
、
糖
尿
病
が
も
と
に
な
っ
て

起
こ
る
糖
尿
病
性
腎
症
な
ど
が
原

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
病
気
の
あ
る
人
も
注
意

が
必
要
で
す
。

腎
臓
を
い
た
わ
る
生
活
習
慣

・
過
労
を
避
け
る

・
白
身
の
魚
や
、
脂
身
の
少
な
い

肉
な
ど
良
質
の
蛋
白
質
を
と
る

・
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
注
意

す
る

・
塩
分
を
ひ
か
え
る

腎
臓
病
危
険
信
号
を
チ
ェ
ッ
ク
！

□
顔
や
ま
ぶ
た
、
手
足
が
む
く
む

□
尿
が
に
ご
り
、
量
も
少
な
い

□
食
欲
が
な
い
、
吐
き
気
が
あ
る

□
か
ら
だ
が
だ
る
く
、根
気
が
な
い

□
腰
の
あ
た
り
が
い
た
む

□
頭
痛
、
め
ま
い
が
す
る

□
糖
尿
病
、
あ
る
い
は
高
血
圧
症

で
あ
る

　
あ
て
は
ま
る
項
目
の
数
が
多
い

方
は
要
注
意
で
す
。
ぜ
ひ
基
本
健

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　
大
方
総
合
支
所
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

腎
機
能
検
査

黒
潮
町
が
実
施
す
る
基
本
健
診
の

腎
機
能
検
査
の
判
定
基
準

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た

基
本
健
診
の
腎
機
能
検
査
の
状
況

全
受
診
者
二
〇
四
七
人
中
、三

二
五
人（
15
・
8
％
）の
方
が
腎

機
能
に
異
常
が
あ
る
と
判
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
知
恵
袋

健
診
結
果
の
見
方
潸

平成18年度 腎機能判定

判定区分 人　　数

異 常 なし 1,722

軽 度 異 常 7

要経過観察

腎　　　機　　　能　　　検　　　査

クレアチニン

尿蛋白

尿潜血

男性

女性

異常なし

～1.1

～0.8

�－、±

－、±、＋

軽度異常

医師による判断

要経過観察

1.2～1.3

0.9～1.0

＋

2＋

要精密検査

1.4～

1.1～

2＋、3＋

3＋

198

要精密検査 69

現在治療中 51

合　計 2,047

じ
ん

う
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住宅改修・ヘルパー利用軽減
介護保険広報シリーズ濂ガイ ド

　今回は、「住宅改修」と、「黒潮町訪問介護利用者負担額軽減措置事業」についてご
紹介します。

　この事業は、訪問介護（ホームヘルパー）を利用したときのサービス費用の自己負
担額を半額に軽減するものです。
　利用者負担軽減を希望される方は、介護保険係へご相談ください。

◆対象者
住民票が同じ世帯の方全員（利用者を健康保険の扶養者としている方、利用者を税金の
扶養にとっている方を含む）の収入の合計が年間120万円以下の方。
（生活保護を受けている方を除く）

　住宅改修とは、要介護認定を受けられた方が、自宅でより自立した生活を送れるよ
う、手すりの取り付けや段差解消などの小規模な自宅の改修を行ったとき、一人当た
り対象金額20万円を上限に、改修費用の9割を支給するサービスです。
※住宅改修をする前に市町村に申請し、改修内容の審査を受ける必要があります。

＜介護保険の対象となる工事＞
①手すりの取り付け　
②段差の解消
③滑りの防止、移動の円滑化のための床・通路面の材料の変更
④引き戸などへの扉の取り替え
⑤洋式便器などへの便器の取り替え（※ただし、水洗化工事分は対象外）
⑥その他、これらの各工事に付帯して必要な工事

○お問い合わせ　大方総合支所  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所  健康福祉課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

介護保険介護保険介護保険

住宅改修は事前申請が必要です

黒潮町訪問介護利用者負担額軽減措置事業（黒潮町単独事業）

住宅改修についてケ
アマネジャーや役場
担当に相談します。

相　　談
工事を始める前に、必
要書類を添えて役場
担当に申請します。

申　　請
役場の審査結果を受
けてから着工します。
改修後費用をいった
ん全額事業者に自己
負担します。

工事・支払い
工事が完了したら必
要書類を添えて役場
担当に報告します。

工事完了報告
工事が介護保険の対
象であると認められ
れば、後日20万円を
限度に9割が払い戻し
されます。

保険給付

◆軽減の内容
訪問介護の利用者負担10％を5％に軽減します。
認定者に「黒潮町訪問介護利用者負担額減額認定証」を交付します。
認定は、申請のあった月の初日から、翌年6月末まで（4～6月の申請はその年の6月末
まで）有効です。

◆申請方法
『申請書』と『収入申告書』を介護保険係に提出してください（用紙は介護保険係にあります）。
同じ世帯にいる町外の方や、非課税収入がある方は、収入を証明する書類が必要です。
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平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
現
在

の
老
人
医
療
制
度
が
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
七
十
五
歳
（
一
定
以
上
の
障
害

が
あ
る
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の

方
は
、こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
医
療
保

険
か
ら
、後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
内
す
べ
て
の

市
町
村
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
が
、
運
営
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
広
域
連
合

で
は
、
保
険
料
の
決
定
や
医
療
の

給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
黒
潮
町
で
は
、
保
険
料

の
徴
収
と
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
７５
歳
に
な
る
と
新
制
度
へ

　
七
十
五
歳
に
な
る
と
、
現
在
加

入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
被

用
者
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
を
脱

退
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
新
た
な
届
出
な

ど
は
必
要
な
く
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
は
、
黒
潮
町
か

ら
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
六
十

五
歳
以
上
の
方
は
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
制
度
の
被
保
険

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
と
な

る
た
め
の
要
件
は
、
現
在
の
老
人

医
療
と
全
く
同
じ
で
す
。

　
な
お
、
す
で
に
老
人
医
療
の
受

給
者
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
、
平

成
二
十
年
四
月
に
被
保
険
者
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
は
個
人
ご
と

　
保
険
料
は
、
介
護
保
険
と
同
様

に
被
保
険
者
個
人
ご
と
に
所
得
に

応
じ
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
が
始
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
や
被
用
者
保
険
を
脱
退
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
医
療
保
険
で
負
担
し
て
い
た

保
険
料
は
な
く
な
り
ま
す
。

◆
所
得
の
低
い
方
は
軽
減

　
所
得
の
低
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
と
同
様
に
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
用
者
保
険
の
扶
養

家
族
の
方
が
、
七
十
五
歳
に
な
っ

て
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る

と
、新
た
に
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
保
険
料

の
負
担
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

加
入
時
か
ら
二
年
間
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
は
主
に
年
金
か
ら

　
保
険
料
の
徴
収
は
黒
潮
町
が
行

い
ま
す
が
、
介
護
保
険
と
同
様
に

年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

年
金
額
が
年
十
八
万
円
以
上
の
年

金
を
対
象
と
し
て
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の

合
計
額
が
、
年
金
額
の
二
分
の
一

を
超
え
な
い
場
合
に
は
天
引
き
と

な
り
ま
す
。

◆
負
担
は
老
人
医
療
と
同
じ

　
被
保
険
者
の
方
が
、
診
療
を
受

け
た
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
金
額
は
、
医
療
費
の
一
割
（
現

役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
は
三
割
）

で
す
。

　
ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が
所
得

に
応
じ
た
一
定
の
上
限
額
を
超
え

た
と
き
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て

超
え
た
分
は
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
診
療
の
際
の
負

担
な
ど
は
、
現
在
の
老
人
医
療
と

同
じ
で
す
。

◆
申
請
、届
出
は
役
場
担
当
窓
口
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
運
営
は
広

域
連
合
が
行
い
ま
す
が
、
被
保
険

者
の
方
々
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
の
申

請
や
届
出
な
ど
の
受
け
付
け
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課

　
大
方
総
合
支
所
 

国
保
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

平
成
20
年
4
月
か
ら

新
た
な「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

制度のポイント制度のポイント
●75歳以上（一定以上の障害が

ある場合は65歳以上）の方は、
後期高齢者医療の被保険者と
なります。

●被保険者から保険料を徴収し
ます（主に年金からの天引き
となります）。これまで加入
していた国民健康保険や被用
者保険は脱退することになり
ますので、これらの保険料は
納めなくてよいことになりま
す。

●所得の低い方は保険料が軽減
されます。また、被用者保険
の扶養家族の方は保険料が2
年間軽減されます。

●医療機関の窓口では、医療費
の1割（現役並み所得者は3割）
を患者本人が負担します（現
在の老人医療と同じです）。

●窓口業務や保険料の徴収は、黒
潮町が行います。

●財政運営などは後期高齢者医
療広域連合が行います。

後期高齢者医療制度のしくみ
被保険者証の提示
医療費の一部負担

診　療

保険料納入 　 医療費支払

情報提供

資格管理等

被保険者

黒　潮　町 広域連合

医療機関

被保険者
証の交付

医療費
請　求
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月間・週間行事予定表の様式を変更しました。

◆
職
種
　
助
産
師
、
看
護
師

◆
資
格
　
免
許
所
有
者
ま
た
は

　
　
　
　
所
得
見
込
者

◆
待
遇
　
本
学
規
則
に
よ
る

◆
勤
務
　
一
週
四
十
時
間
勤
務

　
　
　
　（
四
週
八
休
）

◆
応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
な
ど
を

左
記
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間
　

　
八
月
一
日（
水
）か
ら

　
九
月
七
日（
金
）ま
で

◆
看
護
宿
舎

全
室
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

形
式
の
個
室
（
宿
舎
料
無
料
、

た
だ
し
共
益
費
個
人
負
担
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
〒
７
８
３
―
８
５
０
５

　
南
国
市
岡
豊
町
小
蓮

高
知
大
学
医
学
部
・
病
院
事
務

部
総
務 

管
理
課 

人
事
グ
ル
ー
プ

　
蕁
０
８
８
―
８
８
0
―
２
２
２
４

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　
生
き
る
と
は
学
ぶ
こ
と
、
学
ぶ

の
は
た
の
し
み
。
生
き
る
と
は
知

る
こ
と
、
知
る
こ
と
は
よ
ろ
こ
び

（
本
学
学
歌
よ
り
）。
放
送
大
学
は

皆
さ
ん
の
「
知
り
た
い
、
学
び
た

い
」
を
応
援
し
ま
す
。

視
聴
方
法

・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
ス
カ
イ
パ

ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
に
よ
る
視
聴

・
学
習
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
な
ど
に
よ
る
視
聴

募
集
期
限

八
月
十
五
日（
水
）ま
で

　
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
体
験
入
学
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
！

○
資
料
請
求（
無
料
）・
お
問
合
わ
せ
先

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
７
８
０
―
８
５
２
０
高
知
市

曙
町
２
―
５
―
１（
高
知
大
学
内
）

蕁
０
８
８
―
８
４
３
―
４
８
６
４

蕭
０
８
８
―
８
４
３
―
４
８
１
３

　
※
月
曜
・
祝
日
は
休
み

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.u-air.ac.jp

科
目
　
パ
ソ
コ
ン
Ｂ
（
一
単
位
）

＊
表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）

を
使
っ
た
集
計
処
理
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
な
ど

期
間
　
十
月
か
ら
三
月

日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
午
後
五
時
五
十
五
分
か
ら

　
　
　
午
後
七
時
二
十
分
ま
で

募
集
人
員
　
十
人

申
込
期
間

九
月
十
日（
月
）か
ら
九
月
十
三

日（
木
）ま
で
の
募
集
人
員
に
達

す
る
ま
で

受
付
時
間
／
午
前
十
時
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
五
時
ま
で

募
集
条
件

マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

受
講
料
　

・
一
単
位
一
七
八
〇
円

・
諸
費
用
な
ど
が
一
〇
〇
〇
円
程

度
そ
の
他

　
本
校
通
信
制
の
後
期
入
学
者
と

聴
講
生
も
同
時
期
に
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
高
等
学
校
定
時
制
夜
間
部

　
蕁
４
３
―
１
０
７
９

 
高
知
県
統
計
協
会
が
発
行
す
る

「
二
〇
〇
八
年
版
県
民
手
帳
」
の

購
入
予
約
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

内
容

　
行
政
区
画
図
・
日
記
編
（
行
事

予
定
表
・
日
記
）、
資
料
編
（
県

内
主
要
統
計
表
・
官
庁
関
係
資
料
・

暮
ら
し
の
各
種
資
料
）、
住
所
録
、

東
京
・
大
阪
地
下
鉄
路
線
図
ほ
か

価
格

・
ポ
ケ
ッ
ト
版（
８
×

１２
㎝
）

　
四
五
〇
円

・
デ
ス
ク
版（

１３
×

２１
㎝
）

　
七
五
〇
円

申
し
込
み
期
限

　
八
月
三
十
一
日（
金
）

　
午
後
五
時
半
ま
で

○
申
し
込
み
先

　
役
場
本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

募
集
・
お
知
ら
せ

高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院

看
護
職
員
募
集

高
知
県
立
大
方
高
等
学
校
夜
間
部

後
期
開
放
講
座
　
受
講
生
募
集

二
〇
〇
八
年
版
県
民
手
帳

購
入
予
約
受
付
中
！！

た
だ
い
ま
10
月
入
学
生
募
集
中
！

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

自 衛 官 募 集 ― 20年春入隊　特別職国家公務員 ―
応募資格：平成20年4月1日現在18歳以上27歳未満
試　験　日：一般曹候補生（1次試験9月17日）、2等陸・海・空士（9月16日以降）
初　任　給：157,500円（平成19年4月1日現在）食事・光熱費・宿泊費など無料
ボーナス：年2回（4.45カ月）
休日休暇：年次休暇（年間24日）、夏季および年末年始の特別休暇などがあり週休2日制です。
＊詳細不明な点は自衛隊四万十地域事務所まで（蕁35－3096）お気軽に相談してください。
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「
屋
外
広
告
美
化
旬
間

　（
９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
）」

〜
9
月
10
日
は
屋
外
広
告
の
日
〜

違
反
広
告
物
の
一
斉
除
去
が

行
わ
れ
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

無
料
労
働
相
談

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ

　
高
知
県
１
漁
協
合
併
の
是
非
を

問
う
臨
時
総
会
が
県
下
一
斉
に
各

漁
協
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
八
月
二
十
五
日（
土
）

場
所
　
町
内
各
漁
協

　
漁
協
合
併
は
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
漁
村
の
将
来
に
か

か
わ
る
と
て
も
重
要
な
事
項
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
臨
時
総
会
に
出
席

し
、
合
併
の
賛
否
に
つ
い
て
議
決

権
を
行
使
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
臨
時
総
会
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

加
入
し
て
い
る
各
漁
協
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
町
漁
協蕁

４
３
―
１
０
１
０

　
佐
賀
町
漁
協

　
蕁
５
５
―
３
１
３
１

　
九
月
七
日（
金
）﹇
荒
天
の
場
合

は
十
四
日（
金
）﹈の
午
前
中
に
、美

化
行
事
と
し
て
、
県
や
関
係
機
関

に
よ
り
違
反
広
告
物
の
一
斉
除
去

作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
除
去
の
対
象
は
、
違
法
に
屋
外

へ
掲
出
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
、
は

り
札
お
よ
び
立
て
看
板
な
ど
で
す
。

　
は
り
紙
に
つ
い
て
は
除
却
後
す

ぐ
破
棄
さ
れ
、
ま
た
そ
の
他
の
違

法
広
告
物
に
つ
い
て
は
除
去
さ
れ

た
の
ち
、
一
定
期
間
県
幡
多
土
木

事
務
所
で
保
管
さ
れ
た
後
、
廃
棄

さ
れ
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
は
、
ま
ち
の
景
観

を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
無
断
で

貼
ら
れ
た
は
り
紙
や
、
管
理
さ
れ

ず
放
置
さ
れ
た
立
て
看
板
な
ど
は
、

せ
っ
か
く
の
ま
ち
の
景
観
を
台
無

し
に
し
て
い
ま
す
。
屋
外
広
告
物

は
土
木
事
務
所
の
許
可
を
受
け
た

う
え
で
掲
出
し
、
良
好
な
状
態
で

管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

県
幡
多
土
木
事
務
所 

維
持
管
理
課 

維
持
管
理
第
二
班

蕁
３
４
―
５
２
２
２

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。

　
事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
け
金

　
日
額
三
百
十
円

特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
心
、
確
実

で
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単

で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

・
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人

で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
で
、

退
職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
請
求
な
ど
、建
退
共
制
度
の

情
報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

○
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　
建
退
共
高
知
支
部

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
６
１
８
１

　
財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ
ン

タ
ー
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
て
、
労
災
医

療
、
労
災
補
償
な
ど
の
労
災
保
険

制
度
全
般
の
ご
相
談
を
無
料
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
藪
0
1
2
0
―
1
9
8
―
9
7
7

○
お
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人 

労
災
保
険
セ
ン
タ
ー

　
高
知
事
務
所

　
蕁
０
８
８
―
８
２
５
―
２
２
２
６

 
解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、
労

働
時
間
、
い
じ
め
や
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労
働

委
員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
（
相
談

者
が
希
望
し
、
相
手
方
が
応
じ
る

場
合
は
、
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ

ん
員
が
労
使
間
の
話
し
合
い
の
仲

立
ち
を
し
て
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
）
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

 
藪
０
１
２
０
―
７
８
３
―
７
２
２

　
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
７

・
高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
１
０

・
四
万
十
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

蕁
３
５
―
３
１
４
８

・
高
知
県
労
働
委
員
会

　
蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
４
５

高
知
県
１
漁
協

合
併
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
す
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①
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間

に
よ
る
被
保
険
者
区
分
（
短
時
間

労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者
／

短
期
間
被
保
険
者
）
を
な
く
し
、

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受
給
資

格
要
件
を
一
本
化
し
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
平
成
十
九
年
十

月
一
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

②
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
５０

％
に
上
が
り
ま
す

　
給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の
４０
％

か
ら
５０
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に

職
場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
平
成
二

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
育

児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

③
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容

が
変
わ
り
ま
す

　
本
来
は
「
三
年
以
上
」
の
被
保

険
者
期
間
が
必
要
で
あ
る
受
給
要

件
を
、
当
分
の
間
、
初
回
に
限
り

「
一
年
以
上
」
に
緩
和
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
被
保
険
者
期

間
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
給
付

率
お
よ
び
上
限
額
を
一
本
化
し
ま

す
。

　
い
ず
れ
の
措
置
も
、
平
成
十
九

年
十
月
一
日
以
降
に
指
定
講
座
の

受
講
を
開
始
さ
れ
た
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十

　
蕁
３
４
―
１
１
５
５

雇
用
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

10
月
1
日
か
ら
　
雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

【旧】
　・短時間労働者以外の一般被保険者
　　6カ月（各月14日以上）

・短期労働被保険者（週所定労働時間20から30時間）
　12カ月（各月11日以上）

【新】
雇用保険の基本手当を受給するためには、週所定労働時間の
長短にかかわらず、原則、12カ月（各月11日以上）の被保
険者期間が必要。

＊倒産・解雇などにより離職された方は6カ月（各月11日以上）

【旧】
　休業期間中　30％ ＋ 職場復帰後6カ月　10％

【新】
　休業期間中　30％ ＋ 職場復帰後6カ月　20％
＊育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基礎期

間から除外されます。（平成19年10月1日以降に育児休業を
開始された方に適用。）

【旧】
　被被保険者期間3年以上5年未満 20％（上限10万円）
　被保険者期間5年以上　　　　　40％（上限20万円）

【新】 
　被保険者期間3年以上　20％（上限10万円）
　（初回に限り、被保険者期間1年以上で受給可能）

宿毛～中村（入野・佐賀）～須崎　　　新宿駅西口・ハイアット東京

毎日運行／9月2日（日）まで

●予約・お問い合わせ
　高知西南交通予約センター
　蕁34-6736

安心・快適・便利なバスの旅 しまんとエクスプレスしまんとエクスプレスしまんとエクスプレス
高知西南交通　夜行高速バス　予約制全席指定・禁煙

新宿駅西口・ハイアット東京行
停留所名 運行時刻

宿毛駅 19:00

発

三原分岐 19:14
中村駅 19:37
西南本社 19:42
入野役場前 19:53
佐賀（佐賀派出所前） 20:13
窪川駅前 20:40
久礼 21:19
須崎西崎町 21:38

新宿駅西口ハルク前 08:35
着

ハイアット東京 08:45

中村・宿毛行
停留所名 運行時刻

ハイアット東京 19:00
発

新宿駅西口ハルク前 19:10

須崎西崎町 06:00
久礼 06:19
窪川駅前 06:58
佐賀（佐賀派出所前） 07:25
入野役場前 07:45
西南本社 07:56
中村駅 08:01
三原分岐 08:24

着

宿毛駅 08:38

停留所名
新宿駅西口
ハイアット東京
片　道 往　復

須崎西崎町 13,500円 24,300円

久礼 13,800円 24,840円

窪川駅前 14,000円 25,200円

佐賀（佐賀派出所前） 14,300円 25,740円

入野役場前
西南本社・中村駅 14,500円 26,100円

三原分岐・宿毛駅 15,000円 27,000円
＊往復運賃は10日間有効

●時刻表 ●運賃（子ども運賃は半額）
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風
で
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
が
倒
れ

た
り
、
看
板
や
ト
タ
ン
板
な
ど
が

飛
ば
な
い
か
、
点
検
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛

ん
だ
り
、
樹
木
の
枝
が
折
れ
か
か

っ
た
り
し
て
停
電
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
家
の
周
り
も
点
検

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
の
準
備

は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
で
切
れ

た
電
線
や
垂
れ
た
電
線
が
あ
れ
ば

触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
電
力
会

社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人 

四
国
電
気
保
安
協
会

　
高
知
支
部
 

中
村
事
業
所

　
蕁
３
４
―
６
４
３
１

　
法
務
局
で
取
り
扱
う
供
託
（
地

代
・
家
賃
弁
済
供
託
な
ど
）
手
続

き
を
、
自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
、
供
託
所
の
窓
口

に
出
向
く
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
供
託
金
の
納
付
の
方
法

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
や
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
電
子
納
付
が
可

能
に
な
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
供
託
手
続
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
・
電
子
納
付
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.m

oj.go.jp/

） 

ま

た
は
高
知
地
方
法
務
局
供
託
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 
 

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
供
託
課

蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
４
５
８

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

で
は
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
、
不

動
産
登
記
と
商
業
・
法
人
登
記
に

つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る

事
務
を
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
は
…

■
登
記
の
申
請
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
う
場

合
、
登
記
申
請
情
報
＊１
お
よ
び

添
付
情
報
＊２
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
送
信
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
従
来
の
書
面
に
よ
る
登
記
の
申

請
も
引
き
続
き
可
能
で
す
。

＊
１
 

申
請
情
報

　
不
動
産
を
識
別
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
、
申
請
人
の
氏
名
ま
た

は
名
称
、
登
記
の
目
的
な
ど
、
登

記
を
申
請
す
る
際
に
必
要
な
事
項

と
し
て
政
令
（
不
動
産
登
記
令
３

条
参
照
）
で
定
め
る
情
報
の
こ
と

で
す
。

＊
2
 

添
付
情
報

　
「
申
請
情
報
」
と
併
せ
て
登
記

所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

情
報
の
こ
と
で
す
。

■
従
来
の
「
登
記
済
証
（
権
利
証
）」

に
替
え
て
「
登
記
識
別
情
報
の

通
知
」
お
よ
び
「
登
記
完
了
証
」

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
登
記

済
証
（
権
利
証
）
は
、
書
面
に

よ
り
登
記
の
申
請
を
す
る
場
合

に
、
従
来
ど
お
り
添
付
書
面
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
一
筆
の
土
地
お
よ
び
一
個
の
建

物
ご
と
に
「
不
動
産
番
号
」
が

付
さ
れ
ま
す
。

※
不
動
産
番
号
は
、
登
記
事
項
証

明
書
、
登
記
完
了
証
な
ど
に
表

示
さ
れ
、
登
記
事
項
要
約
書
に

は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
登
記
事
項
証
明
書
お
よ
び
印
鑑

証
明
書
の
送
付
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
さ
れ
た
書
類
は
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
概
要
、
申

請
手
続
き
お
よ
び
作
成
手
順
な
ど

は
法
務
局
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://shi

nsei.m
oj.go.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十

支
局
（
蕁
３
４
―
１
６
０
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
務
局

供
託
の
新
し
い
制
度

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
電
子
納
付
に
つ
い
て

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

不
動
産
登
記
と
商
業
・
法
人
登
記

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
ま
す

　北海道の北東洋上に連なる歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方領土は、日本人によって開拓され、日
本人が住み続けていた島々です。
　しかし、1945年（昭和20年）8月の第二次世界大戦終了直後、北方領土はソ連軍（現ロシア軍）によって不
法に占拠され、日本でありながら日本人の住めない島々になってしまいました。「北方領土問題」とは、第二次
世界大戦後から60年以上が経過した今もなお、ロシアに不法占拠されている北方領土の返還を、一日も早く実
現するという、まさに国家の主権にかかわる重大な課題なのです。

（内閣府ホームページ http://www8.cao.go.jpより）

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま
し
ょ
う

8月・2月は「北方領土返還運動全国強調月間」8月・2月は「北方領土返還運動全国強調月間」8月・2月は「北方領土返還運動全国強調月間」
はぼまい しこたん くなしり えとろふ
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図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

（
○
の
日
が
休
館
日
で
す
。）

大
方
図
書
館

佐
賀
図
書
館

8月
日 月 火 水 木 金 土
漓 2 3 1 2 3 4
潸 6 7 8 9 10 11

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 2 3 1
滷 3 4 5 6 7 8

澂 13 14 15 16 17 18
澳 20 21 22 23 24 25
濟 27 28 29 30 濱 31
濱 濱 0 0 0 0 0

8月
日 月 火 水 木 金 土
漓 2 3 1 2 3 4
5 澁 7 8 9 10 11

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 2 3 1
2 澆 4 5 6 7 8

12 潼 14 15 16 17 18
19 澣 21 22 23 24 25
26 濕 28 29 30 濱 31
濱 濱 0 0 0 0 0

5・6月貸出ベストランキング
１．クジラの彼　　　　　　　　　　有川　　浩／著（大方・佐賀）
２．夜は短し歩けよ乙女　　　　　　森見登美彦／著（大方・佐賀）
３．片眼の猿　　　　　　　　　　　道尾　秀介／著（大方）
７．警察庁から来た男　　　　　　　佐々木　譲／著（大方・佐賀）
５．一瞬の風になれ１　　　　　　　佐藤多佳子／著（大方・佐賀）
７．一瞬の風になれ２　　　　　　　佐藤多佳子／著（大方・佐賀）
７．所轄刑事・麻生竜太郎　　　　　柴田よしき／著（大方）
７．水上のパッサカリア　　　　　　海野　　碧／著（大方・佐賀）
７．長野殺人事件　　　　　　　　　内田　康夫／著（大方・佐賀）
７．不都合な真実　　　　　　　　　アル・ゴア／著（大方・佐賀）
７．まとい大名　　　　　　　　　　山本　一力／著（大方）

いい感じにできたパン生
地は、ふわんとしていて
なめらかで、さわってい
るだけでうれしくなって
きます。どうかみなさん
も、そんなたのしいパン
生活をここから始めてみ
てくださいね。

今月の一冊：『自家製酵母パン』の本今月の一冊：『自家製酵母パン』の本

◇
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土
・
日

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
五
冊
・
二
週
間

　
雑
誌

　
一
人
三
冊
・
二
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
二
点
・
一
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出

開
始
日
か
ら
二
カ
月
間
は

一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書

カ
ー
ド
の
発
行
は
受
付
で

行
っ
て
い
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図

書
館
で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は

各
図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は

で
き
る
だ
け
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

h
ttp

://a
ka

ts
u
ki.to

w
n
.k

u
ro

s
h
io

.lg
.jp

 

※（カッコ）内は所蔵館

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

町
内
で
子
育
て
を
し
て
い
る
方
な

ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
毎
週
行
っ
て
い
る
「
い
っ
し
ょ

に
遊
ぼ
う
」
は
、
友
達
づ
く
り
や

遊
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

８
月
　
毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
半
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

場
所
／
大
方
く
じ
ら
保
育
所

内
容
／
主
に
水
遊
び
を
し
ま
す
の

で
、
着
替
え
の
用
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
月
齢
に
よ
っ
て
水
遊
び
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

遊
び
の
内
容
が
違
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

午
前
九
時
半
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

・
八
月
二
十
日（
月
）

　
場
所
／
佐
賀
老
人
憩
の
家

・
八
月
二
十
三
日（
木
）

　
場
所
／
大
方
く
じ
ら
保
育
所

7
月
の
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」

で
は
七
夕
行
事
を
し
ま
し
た

　
「
元
気
で
す
く
す
く
育
ち
ま
す

よ
う
に
」「
家
族
が
仲
良
く
暮
ら

せ
ま
す
よ
う
に
」「
友
達
と
元
気

に
遊
べ
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
お

母
さ
ん
の
願
い
を
い
っ
ぱ
い
の
せ

て
笹
に
結
び
ま
し
た
。

9
月
か
ら
の
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ

う
」
は
…

　
大
方
く
じ
ら
保
育
所
と
佐
賀
老

人
憩
の
家
の
二
カ
所
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
を
し

て
い
く
こ
と
」
を
願
っ
て
、
お
家

の
方
た
ち
と
一
緒
に
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内
）

　
蕁
４
４
―
１
１
１
２

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

愛
育
相
談

大
方
く
じ
ら
保
育
所

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
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廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
は
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ

る
「
一
般
廃
棄
物
」
と
、
事
業
活

動
に
伴
っ
て
生
ず
る
燃
え
殻
や
汚

泥
な
ど
、
指
定
さ
れ
た
内
容
に
基

づ
く
「
産
業
廃
棄
物
」
に
、
大
き

く
二
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反

す
る
と
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

一
千
万
円
（
法
人
に
は
一
億
円
ま

で
加
重
が
で
き
る
）
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
な
ど
、
反
社
会
的

行
為
と
い
う
位
置
づ
け
が
強
化
さ

れ
て
、
制
裁
措
置
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
拡
大
や
交
通
事
情

の
発
達
に
伴
い
、
道
路
沿
い
や
川

沿
い
、
農
地
ま
た
は
山
林
な
ど
へ

の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
目
立
ち
ま

す
。

　
「
人
目
に
つ
き
に
く
い
」「
す
で

に
ご
み
が
捨
て
て
あ
る
」
な
ど
の

理
由
で
、
ご
み
を
平
気
で
捨
て
る

人
が
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、
美

し
い
自
然
景
観
を
損
な
う
ば
か
り

で
な
く
、
付
近
に
住
む
人
々
の
生

活
環
境
を
害
し
、
環
境
保
全
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
は
、「
ご
み
集
積

所
以
外
に
ご
み
を
捨
て
る
」
と
い

う
行
為
の
ほ
か
に
、「
収
集
日
以

外
に
集
積
所
に
ご
み
を
出
す
」「
不

法
投
棄
の
未
遂
」
と
い
う
行
為
も

含
ま
れ
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
県
や
警
察
と
連

携
し
な
が
ら
、
現
場
を
発
見
し
た

場
合
は
、
厳
し
く
指
導
す
る
な
ど

し
て
対
処
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
方
は
、

左
記
へ
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

ご
み
も
積
も
れ
ば

シ
リ
ー
ズ
笘

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

月

8

9

日

自　　　至

06～12

13～14

15

16

17～19

20～26

27～31

1～2

3～9

10～16

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

タ カ ハ シ 水 道

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

西 部 総 建 ㈲

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西 部 総 建 ㈲

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西 部 総 建 ㈲

西 部 総 建 ㈲

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。

○お問い合わせ
　大方総合支所　まちづくり課　水道係　　　蕁43－2114（直通）
　佐賀総合支所　まちづくり課　水道環境係　蕁55－3700（直通）

大方地域

電話番号店　　名 住　　所 電話番号店　　名 住　　所

佐賀地域

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

タカハシ水道設備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道倉水道工務店

吉本水道工務店

43－1420

43－1022

43－1936

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

上田の口1578

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

西 部 総 建 ㈲

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

水道給水工事指定店 当番一覧表水道給水工事指定店 当番一覧表
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
取
材
先

や
健
診
会
場
な
ど
で
出
会
っ
た
、

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
の
申
し
込
み

　
本
庁
総
務
課
　

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
八
月
に
な
る
と
、
と
て
も

楽
し
み
な
の
が
花
火
大
会
で
す
。

入
野
海
岸
で
は
、
昭
和
四
十

二
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

第
四
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
思
え
ば
、わ
が
家
の
子
ど
も

た
ち
が
小
さ
か
っ
た
頃
、花
火
大

会
の
日
の
夕
方
は
、大
き
な
敷

物
を
持
っ
て
、家
族
揃
っ
て
い
そ
い

そ
と
出
か
け
た
も
の
で
し
た
。

　
砂
浜
へ
つ
づ
く
出
店
の
前
を

通
り
抜
け
る
の
に
は
、随
分
と

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、夜

空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
花
火
に
、

大
歓
声
を
上
げ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、や
が
て
中

学
生
に
な
る
と
、親
か
ら
離
れ

友
達
同
士
で
行
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
何
日
も
前
か
ら
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
で
相
談
を
し
て
、明

る
い
う
ち
に
自
転
車
で
出
か
け
、

花
火
が
終
わ
っ
て
夜
遅
く
家
に

帰
る
の
で
す
。　

　
祭
り
の
雑
踏
の
中
、夜
の
花

火
大
会
を
友
達
と
楽
し
む
事
で
、

少
し
大
人
へ
近
づ
い
た
よ
う
な

満
足
感
を
味
わ
う
の
で
し
ょ
う
。

　
親
の
方
は
、今
ま
で
一
緒
だ
っ

た
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
で
、子

ど
も
の
成
長
を
知
り
、切
な
い
よ

う
な
寂
し
さ
を
感
じ
た
も
の
で

す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
作
り
な

が
ら
、今
年
も
八
月
十
五
日
に

は
砂
浜
で
大
き
な
花
火
が
上
が

り
ま
す
。　
　
　
　
　
 

　（
む
）

編
集
子

河内　凛ちゃん
〈平成16年3月31日生まれ〉

やさしい子になってくださ
い。

りん

土居　翼くん
〈平成15年12月24日生まれ〉

もう少し楽しませてくださ
いね（*^u^*）

つばさ

伊与木　豪くん
〈平成16年2月8日生まれ〉

たくましく育ってください。

ごう

松岡　玄真くん
〈平成16年1月14日生まれ〉

まっすぐ大きく育ってくだ
さい。

けん しん

浜岡　大聖くん
〈平成15年9月27日生まれ〉

優しくて、もてる男の人に
なってください。

たい せい

浜田　小町ちゃん
〈平成16年5月8日生まれ〉

やさしい人になってね。

こ まち

村越　美砂ちゃん
〈平成16年1月15日生まれ〉

姉、兄、妹ともっと仲良く
してください。

み さ

　
町
内
で
、
毎
年
五
月
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
、
坂
折
地
区
伊
与

木
川
へ
の
鯉
の
ぼ
り
・
カ
ツ
オ
の

ぼ
り
の
川
渡
し
は
、
坂
折
区
長
を

始
め
と
す
る
地
区
内
の
有
志
ら
が

「
こ
い
の
ぼ
り
会
」
と
し
て
活
動

を
始
め
、
今
年
で
七
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
う
だ

け
で
な
く
、
全
国
的
に
も
め
ず
ら

し
い
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
で
カ
ツ
オ
の

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
「
こ
い
の
ぼ
り
会
」
が
、

今
度
は
紙
で
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
・

カ
ツ
オ
の
ぼ
り
を
上
空
や
水
中
へ

も
泳
が
そ
う
と
、
今
か
ら
準
備
に

取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
さ
っ
そ
く
取
材
に
行
っ
て
み

ま
し
た
。

　
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
で
有
名
な
吾

川
郡
い
の
町
で
、
色
の
つ
け
方
や

形
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
六
月
半

ば
か
ら
来
年
に
向
け
七
十
か
ら
八

十
基
を
目
標
に
作
り
始
め
た
と
の

こ
と
、「
こ
れ
が
ね
、
や
り
だ
し

た
ら
結
構
お
も
し
ろ
い
が
よ
！
地

域
に
も
声
か
け
を
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
も
自
分
だ
け
の
鯉
の
ぼ
り

を
作
ら
せ
て
あ
げ
た
い
。
」
と
、

浜
口
区
長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

水
に
溶
け
な
い
土
佐
和
紙「
不
織
布
」へ
、

え
ん
ぴ
つ
で
下
書
き
、水
性
ペ
ン
キ
で
色

を
付
け
て
、乾
か
し
た
後
、筒
型
に
し
て
出

来
上
が
り
。

ふ
し
ょ
く
ふ

坂折区長　浜口　隆好
蕁55－2112

＊使わなくなった「鯉のぼり」
の提供もお待ちしています。

紙の鯉のぼり・カツオのぼりに
関するお問い合わせ

こ
ん
ど
は
紙
で
！
「
こ
れ
が
け
っ
こ
う
お
も
し
ろ
い
が
や
き
。
」

坂
折
地
区
　
こ
い
の
ぼ
り
会

こ
ん
ど
は
紙
で
！
「
こ
れ
が
け
っ
こ
う
お
も
し
ろ
い
が
や
き
。
」

坂
折
地
区
　
こ
い
の
ぼ
り
会


